
振動スペクトル
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(南北方向) (東西方向)

卓越周期および振動増幅倍率（リフォーム中）

振動増幅倍率（２階／１階）

(南北方向) (東西方向)

増幅率のピークは4Hz程度に認めら
れ、20倍前後と大きい値を示す。地震
の卓越周波数帯域(0.6～4.3Hz)に入っ
ており、地震の揺れに対して危険であ
ると判断できる。

ピーク
ピーク

1階(地盤)の固有周波数は3Hz程
度、建物の固有周波数は4Hz、
6Hzあるいは10Hz前後とピークが
若干ずれている。従って、地盤
の振動にやや共振し難いと考え
る。ただし、主な大地震の卓越
周波数は0.6～4.3Hzの範囲にあ
り、建物の固有周波数を高い方
にシフトすることを考えた方が
良い。

１階

２階

１階

２階



東西方向

振動スペクトル

東西方向

振動増幅倍率（２階／１階）

南北方向

卓越周期および振動増幅倍率（リフォーム後）

南北方向
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建物の固有周波数は5.6～
5.7Hzを示す。リフォーム中
に比べて、高い周波数帯に
ピークがシフトしており、
地震の卓越周波数帯域（0.6
～4.3Hz）から外れている。
リフォーム効果により耐震
性能が向上している。
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リフォーム中と比較して、増幅率の
ピークは5.6Hz以上（高い周波数側に
シフト）に認められ、増幅率も10～15
倍程度と若干小さくなる。
地震の卓越周波数帯域（0.6～4.3Hz）
からは外れているが、増幅率がやや大
きく、地震の揺れに対してやや危険で
あると判断できる。

ピーク

ピーク


